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陳 情 第 １ ５ 号 令和８年６月２日受理 

付 託 委 員 会 都市常任委員会 

件   名 
市内公園施設の安全対策および計画的な老朽化対策の推進

に関する件 

陳 情 要 旨 

＜陳情の趣旨＞ 

子どもから高齢者まで、すべての市民が安全かつ快適に利用できるよう、八

千代市が管理する公園施設の点検を強化し、老朽化した施設の修繕や塗装の塗

り替えを計画的に推進することを求めます。 

＜陳情の理由＞ 

１．全市的な課題としての老朽化 

八千代市内には大小さまざまな公園があり、市民の心豊かな暮らしを支え

る貴重な財産となっています。しかし、設置から年月が経過した公園では、

滑り台やベンチなどの遊具、設備の老朽化、ペンキのはがれによる景観の悪

化や暗い印象が目立つようになっています。 

２．安全性の確保と犯罪防止 

遊具の老朽化は、利用する子どもたちの重大な怪我に直結する危険性があ

ります。また、手入れの行き届いていない暗い公園は、地域の治安や防犯上

のリスクを高める要因にもなります。 

３．多世代交流と子育て環境の充実（具体例） 

一例として、大和田地区の養護老人ホーム近くにある小規模公園は、ホー

ム敷地内の保育園に通う子どもたちの貴重な外遊びの場、あるいは高齢者の

憩いの場としての潜在的な価値を持っています。こうした小さな公園を含

め、適切に維持、管理することは、子育て環境の向上や多世代が共生できる

街づくりに大変意義深いものです。 

＜陳情項目＞ 

１．管理公園の老朽化、安全性に関する実態調査をし、優先度の高いものにつ

いて、計画的に対策実施すること。 

２．保育施設や福祉施設、住宅街に隣接する小規模な公園についても、地域コ

ミュニティや子育ての拠点として有効に活用できるよう整備を行うこと。 


